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年
頭
に
あ
た
っ
て

足
立
区
長

岡

崎
十

止

雄

区
民
の
皆
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
、
区
政
発
展
の
た
め
に
深
い

御
理
解
と
多
大
の
御
協
力
を
賜
わ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
本
区
は
逐
年
発

展
の
一
途
を
辿
り
、
世
帯
数
の
増
加
は

勿
論
、
人
口
も
四
十
三
万
に
達
し
よ
う

と
す
る
状
況
に
あ
り
、
区
の
行
政
面
に

お
き
ま
し
て
も
一
段
と
事
務
事
業
を
拡

充
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
で

あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
本
年
の
事
務
事
業
の
一
端
を

申
し
述
べ
ま
す
と
、
ま
ず
児
童
生
徒
の

急
増
に
対
処
し
て
、
学
校
の
新
設
や
増

改
築
を
昨
年
に
引
続
き
実
施
す
る
と
共

に
施
設
の
内
容
充
実
を
図
り
、
加
え
て

林
間
施
設
の
新
設
を
も
考
慮
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
ま
た
、
青
年
層
の
教
養

を
高
め
る
た
め
の
青
年
館
、
一
般
区
民

の
文
化
向
上
を
目
途
と
し
て
の
文
化
会

館
や
図
書
館
を
建
設
す
る
な
ど
教
育
事

業
面
を
大
幅
に
進
展
さ
せ
、
一
方
土
木

事
業
に
あ
っ
て
は
、
道
路
の
新
設
整
備

と
、
市
街
地
造
成
に
よ
る
ガ
ス
・
水
道

等
埋
設
工
事
の
た
め
に
掘
削
さ
れ
た
道

路
の
復
旧
、
ま
た
下
水
道
、
排
水
路
等

の
改
修
と
排
水
場
施
設
の
強
化
な
ど
、

地
区
発
展
に
即
応
す
る
よ
う
建
設
面
で

の
事
業
を
推
進
し
た
い
意
向
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
に
併
行
し
て
堤
北
地
区

の
発
展
を
阻
害
し
て
お
り
ま
す
緑
地
々

域
の
再
検
討
と
区
画
整
理
事
業
を
促
進

す
る
ほ
か
、
水
災
火
災
等
災
害
対
策
に

つ
き
ま
し
て
も
万
全
を
期
し
、
真
に
住

み
よ
い
足
立
区
の
建
設
に
邁
進
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

他
方
発
足
後
ま
だ
日
も
浅
い
国
民
健

康
保
険
や
国
民
年
金
を
、
区
民
の
た
め

の
社
会
保
障
制
度
と
し
て
立
派
に
育
て

あ
げ
る
と
共
に
、
青
少
年
の
保
護
育

成
、
環
境
衛
生
な
ら
び
に
区
民
生
活
の

向
上
を
図
る
な
ど
、
区
民
全
体
の
水
準

を
高
め
る
施
策
の
強
化
も
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
地
下
鉄
日
比
谷
線
の
北
千
住

駅
乗
入
れ
も
四
月
一
日
に
は
開
通
の
見

込
み
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
交
通
事

情
の
好
転
を
契
機
に
商
工
農
業
の
振
興

対
策
、
特
に
中
小
企
業
の
指
導
育
成
、

近
郊
農
業
の
発
展
を
一
段
と
促
進
し
て

区
内
経
済
の
伸
張
を
念
願
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
こ
に
本
区
の
隆
盛
と
区
民
各

位
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
元
旦
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新
年
の
御
挨
拶

足
立
区
議
会
議
長

遠

峰

富
次

昭
和
三
十
七
年
の
新
春
を
迎

え
、
区
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
御
祝

詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
区
民
各
位
に
は
、
区
政
進

展
の
た
め
、
格
別
の
御
高
配
を
賜

わ
り
、
逐
年
充
実
を
見
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
誠
に
御
同
慶
に
堪
え

ま
せ
ん
。

昨
年
は
御
承
知
の
通
り
国
際
情

勢
の
緊
張
或
い
は
経
済
界
の
変
動

等
憂
慮
す
べ
き
事
情
等
も
あ
り
ま

し
た
が
、
陽
光
燦
然
と
輝
く
平
和

な
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で

ご
ざ
い
ま
す
。

当
区
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

地
方
自
治
振
興
の
た
め
区
長
公
選

制
の
実
施
、
或
い
は
公
共
料
金
の

値
上
反
対
、
堤
北
地
帯
発
展
の
た

め
の
バ
ス
路
線
の
設
定
、
道
路
橋

梁
の
整
備
そ
の
他
に
つ
き
関
係
方

面
に
対
し
鋭
意
運
動
を
実
施
し
て

参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
永
年

の
懸
案
と
し
て
お
り
ま
し
た
待
望

の
西
新
井
橋
も
永
久
橋
と
し
て
面

目
を
一
新
し
完
成
を
見
ま
し
た
こ

と
は
区
内
路
面
交
通
上
極
め
て
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

近
代
的
橋
梁
の
機
能
を
百
パ
ー
セ

ン
ト
発
揮
さ
せ
る
た
め
と
堤
北
地

帯
今
後
の
発
展
を
考
慮
し
た
場

合
、
こ
れ
を
縦
貫
す
る
主
要
路
線

の
設
置
を
切
望
い
た
し
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
地
元
住
民

一
体
と
な
り
真
摯
な
促
進
運
動
が

功
を
奏
し
、
補
助
第
百
号
路
線
は

近
い
将
来
着
工
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
こ
と
は
誠
に
感
謝
に
た
え
な

い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
又
こ
れ
と

同
時
に
梅
田
町
一
帯
の
水
害
防
除

を
目
的
と
す
る
川
田
橋
排
水
場
の

工
事
も
相
当
進
捗
い
た
し
て
お
り

ま
し
て
本
年
台
風
期
迄
に
は
、
是

非
と
も
完
成
さ
せ
た
く
区
議
会
と

し
て
も
強
力
に
推
進
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

又
公
立
学
校
に
つ
き
ま
し
て
も

人
口
増
加
に
伴
い
教
室
不
足
等
の

事
情
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
拡

充
確
保
に
は
全
力
を
傾
注
い
た
し

善
処
し
て
参
る
と
共
に
不
燃
建
築

特
に
鉄
筋
校
舎
の
充
実
に
努
力
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
て
い
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

以
上
種
々
申
し
述
べ
ま
し
た

が
、
常
に
区
民
の
総
意
を
区
政
に

反
映
し
、
よ
り
よ
き
足
立
区
建
設

に
邁
進
し
、
議
会
の
権
威
を
高
め

区
民
各
位
の
信
頼
に
応
え
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
本
年

も
変
ら
ぬ
御
支
援
を
賜
わ
り
た
く

存
じ
ま
す
。

最
後
に
区
民
各
位
の
御
健
康
と

益
々
の
御
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。昭

和
三
十
七
年
元
旦

学
校
建
設
に
拍
車

増
加
す
る
一
方
の
中
学
生

現
在
足
立
区
に
は
、
小
学
校
の

児
童
が
四
五
、
九
一
三
人
お
り
、

昨
年
と
く
ら
ベ
一
、
七
八
一
人
も

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
逆
に
中

学
生
は
一
年
前
に
く
ら
べ
三
、
九

二
四
人
も
増
加
し
二
五
、
七
二
一

人
と
ふ
く
れ
上
っ
て
い
ま
す
。
(い

づ
れ
も
1
1月
末
調
べ
)

こ
れ
は
、
日
本
全
国
に
み
ら
れ

る
現
象
で
、
昭
和
3
4年
を
境
に
、

小
学
生
が
減
り
、
逆
に
中
学
生
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
学
生

の
増
加
は
今
年
が
そ
の
頂
点
に
な

る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
区
で
は
教
育
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
中
学
校

の
増
改
築
を
急
い
で
い
ま
す
。

ま
た
、
集
団
住
宅
の
建
設
に
と

も
な
い
児
童
の
急
増
す
る
堤
北
の

地
区
に
は
小
学
校
の
教
室
を
増
設

し
た
り
分
校
を
新
設
し
た
り
し
て

備
え
て
い
ま
す
。

昨
年
中
に
完
成
し
た
小
中
学
校

の
増
改
築
は
別
表
の
と
お
り
で
す

が
、
ま
た
、
屋
内
体
操
場
の
建
設

も
進
め
ら
れ
、
昨
年
は
弘
道
小
、

八
中
、
十
中
、
十
四
中
、
江
南
中

の
五
校
に
完
成
し
ま
し
た
。

本
年
も
、
昨
年
に
引
続
き
、
江

北
小
分
校
、
保
木
間
小
、
西
新
井
小

分
校
、
島
根
小
、
東
淵
江
小
分

校
、
千
寿
第
三
小
、
千
寿
第
五
小
　

千
寿
小
、
四
中
、
五
中
分
校
、
十

中
、
十
五
中
、
東
島
根
中
、
新
田

中
な
ど
十
四
校
が
教
室
の
新
増
改

築
を
急
い
で
お
り
、
屋
内
体
操
場

の
建
設
も
、
目
下
、
二
中
、
七

中
、
十
二
中
、
十
三
中
、
十
六

中
、
蒲
原
中
、
淵
江
中
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

〔
写
真
下
〕
完
成
し
た
十
六
中

校
舎

別 表 昭和36年中( 1月～12月)
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文
化
会
館
を
建
設

体
育
館
(
千
住
栄
町
)
と
な
り
に

堤
南
地
区
に
は
産
業
振
興
館
公

会
堂
が
あ
り
、
多
く
の
区
民
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
堤
北
地
区

に
は
未
だ
公
会
堂
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
ほ
ど
区
で
は
足
立
区

の
中
心
に
当
る
千
住
栄
町
に
、
足

立
区
体
育
館
と
な
ら
べ
て
文
化
会

館
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
文
化
会
館
は
建
坪
一
、
三

八
三
平
方
米
約
四
一
八
坪
、
収
容

人
員
一
千
人
、
舞
台
も
広
く
、
ま

た
映
画
も
上
映
で
き
、
暖
冷
房
つ

き
と
い
う
豪
華
な
も
の
。
総
工
費

は
約
一
億
円
。

本
年
一
月
下
旬
に
着
工
し
て
、

本
年
中
に
は
完
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
区
で
は
、
昨
年
廃
止

さ
れ
た
児
童
会
館
あ
と
に
、
読
書

室
、
集
会
場
、
レ
ク
レ
エ
ー
シ
ヨ

ン
ホ
ー
ル
な
ど
を
も
つ
青
年
館
、

ま
た
、
小
台
宮
城
地
区
に
は
、
集

会
場
を
併
設
し
た
図
書
館
な
ど
を

建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
諸
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

文 化 会 館 平 面 図 上は正面、下は側面

道
路
と
排
水
に
全
力

区
の
発
展
と
競
走
!
!

道
路
―
―
現
在
区
内
各
所
に
集

団
住
宅
や
一
般
住
宅
が
め
ざ
ま
し

い
勢
い
で
建
設
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
新
し
い
住
宅
地
域
へ
、

ガ
ス
・
水
道
・
電
気
・
電
話
な
ど

を
引
く
た
め
、
道
路
が
あ
と
か
ら

あ
と
か
ら
掘
ら
れ
て
お
り
、
土
木

課
で
は
、
こ
の
復
旧
に
追
わ
れ
昨

年
1
2
月
は
土
・
日
曜
日
を
返
上
す

る
な
ど
そ
の
復
旧
工
事
に
全
力
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

―
―
お
願
い
―
―
最
近
の
交
通
量

に
と
も
な
い
道
路
が
狭
く
な
っ
て

い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
路

上
に
物
を
放
置
し
た
り
、
ゴ
ミ
を

積
上
げ
た
り
、
狭
い
道
路
を
よ
け

い
狭
く
し
て
い
る
所
が
沢
山
あ
り

ま
す
の
で
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
上
ま
た
美
観
上
道
路
は

広
く
使
う
よ
う
に
ご
協
力
下
さ

い
。

水
路
―
―
現
在
千
住
堀
、
梅
田

堀
、
竜
井
堀
、
大
谷
田
水
路
の
改

修
工
事
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
年
々
地
盤
沈
下
が
ひ

ど
く
な
り
、
悪
水
の
流
れ
が
悪
く

な
っ
た
た
め
に
行
な
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

―
―
お
願
い
―
―
せ
っ
か
く
改
修

し
た
用
水
路
へ
こ
と
も
な
げ
に
ゴ

ミ
を
捨
て
る
人
が
あ
っ
て
困
っ
て

い
ま
す
。こ
の
用
水
路
は
水
害
か

ら
わ
た
し
た
ち
を
守
る
の
で
す
か

ら
絶
対
に
や
め
て
下
さ
い
。

排
水
場
―
―
昨
年
は
、
大
六
天
排

水
場
(
小
菅
町
)
と
大
谷
田
排
水

場
の
二
カ
所
に
そ
れ
ぞ
れ
一
七
五
K
W

口
径
一
〇
〇
〇
ミ
リ
の
ヂ
ー

ゼ
ル
排
水
ポ
ン
プ
を
増
設
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
各
々
毎
分
一
五
〇

ト
ン
も
多
く
排
水
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
川
田
橋
排
水
場
は
、
本

年
六
月
に
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。こ
の
排
水
場
は
三
三
〇
K
W

ヂ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
二
台
、
二
二
〇
K
W

モ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
を
一
台
備

え
毎
分
五
五
〇
ト
ン
の
水
を
排
水

し
ま
す
の
で
水
防
上
大
変
心
強
く

な
り
ま
す
。

区 長 公 選
1. 区長は区民の手で選びましょう
2. そのために法律の改正を
都と政府と国会にお願いしましょう

23 特 別区 議会議長会

23区制調査特別委員長会
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竹
ノ
塚
地
区
に
ニ
ユ
ー
タ
ウ
ン

二
千
戸
の
大
団
地
収
容
人
口
一
万
七
千

現
在
足
立
区
は
団
地
ブ
ー
ム
で

区
内
各
所
に
都
営
を
は
じ
め
公

団
、
公
社
等
の
集
団
住
宅
が
続
々

と
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
主
な
も
の
の
う
ち
、

本
木
四
丁
目
・
五
丁
目
の
第
二
種

都
営
住
宅
二
八
〇
戸
、
第
一
種
一

七
一
戸
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
、
上
沼

田
町
の
都
営
団
地
で
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
四
階
建
に
よ
る
一
、
二

九
六
戸
が
昭
和
三
十
九
年
度
完
成

を
目
標
に
工
事
中
で
す
。

こ
れ
ら
建
設
中
の
団
地
の
中
で

最
大
の
も
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
日
本
住
宅
公
団
の
手
に
よ
る
竹

ノ
塚
団
地
で
し
ょ
う
。
こ
の
団
地

は
用
地
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
約
三

十
万
坪
、
戸
数
二
千
戸
、
収
容
人

口
一
万
七
千
人
と
い
う
大
団
地
。

こ
れ
は
日
本
住
宅
公
団
で
も
、

宅
地
の
極
度
に
不
足
の
折
柄
都
内

二
十
三
区
中
に
こ
の
よ
う
な
大
団

地
を
建
設
す
る
の
は
初
め
て
の
も

の
で
他
に
例
の
な
い
規
模
を
も
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
団
地
は
位
置
図
を
み
て
も

わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、
西
は
東
武

線
、
東
は
日
光
街
道
(
国
道
四

号
)

、
北
は
竹
ノ
塚
神
社
、
南
は

増
田
橋
に
至
る
竹
塚
・
保
木
間
・

伊
興
の
各
町
に
ま
た
が
っ
た
広
大

な
地
域
で
す
。

こ
の
ニ
ユ
ー
タ
ウ
ン
に
は
、
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
(
六
千
二
百
坪
)
の

保
木
間
公
園
を
は
じ
め
児
童
遊
園

が
九
カ
所
、
竹
ノ
塚
駅
前
通
り
に

は
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
区
役
所
出
張
所

・
郵
便
局
・
消
防
署
・
警
察
官
派

出
所
な
ど
の
行
政
セ
ン
タ
ー
や
学

校
の
公
共
建
築
物
の
用
地
も
つ
く

り
、
一
部
は
宅
地
と
し
て
分
譲
も

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
は
東
武
竹
ノ
塚
駅
か
ら
北

千
住
駅
を
経
由
し
て
国
鉄
上
野
駅

ま
で
約
三
十
分
。
特
に
、
今
年
四

月
に
開
通
を
予
定
さ
れ
て
い
る
地

下
鉄
日
比
谷
線
が
東
武
鉄
道
と
相

互
乗
入
れ
で
き
る
計
画
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
都
心
へ
の
交
通
は
さ

ら
に
便
利
と
な
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
日
光
街
道
に
は
都
バ
ス

・
東
武
バ
ス
が
草
加
・
東
京
駅
間

を
走
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
利
用
す

れ
ば
東
京
駅
ま
で
約
三
十
分
で
通

え
る
と
い
う
便
利
さ
で
す
。

こ
の
開
発
事
業
は
、
日
本
住
宅

公
団
が
昨
年
一
月
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
、
建
設
大
臣
か
ら
認
可

を
得
、
四
月
一
日
同
地
区
内
に
宅

地
開
発
事
務
所
を
建
設
、
六
月
九

日
に
は
起
工
式
も
終
り
、
目
下
六

億
五
千
万
円
の
費
用
を
も
っ
て
、

計
画
図
に
あ
る
よ
う
な
区
画
整
理

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
都
で
も

そ
れ
と
は
別
途
に
約
八
千
万
円
を

投
入
、
三
カ
年
計
画
で
完
成
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

が
完
成
の
暁
に
は
、
こ
の
地
区
の

姿
も
す
っ
か
り
変
っ
て
立
派
な
近

代
市
街
地
が
出
現
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

(計
画
図
の
黒
い
部
分
が
公
園

・
児
童
遊
園
の
計
画
位
置
、
斜

線
は
行
政
セ
ン
タ
ー
、
文
は
学

校
予
定
地
。
)

計 画 図 位 置 図

町
を
住
み
よ
く

う
つ
く
し
く

足
立
区
新
生
活
運
動

新
生
活
運
動
と
い
う
の
は
、

「
…
…
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
っ

た
よ
う
な
固
苦
し
い
運
動
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
世
の
中
の
発
達

に
と
も
な
う
生
活
の
忙
し
さ
か

ら
、
と
も
す
れ
ば
押
し
流
さ
れ

が
ち
な
生
活
の
き
ま
り
に

つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え

直
し
、
み
な
さ
ん
の
一
人

一
人
が
物
心
共
に
豊
か
に

す
ご
す
た
め
に
、
ま
ず
家

庭
を
明
る
く
し
、
そ
し
て
こ
れ

ら
の
人
々
の
集
り
に
よ
っ
て
楽

し
い
地
域
を
つ
く
り
、
さ
ら
に

こ
れ
を
区
全
体
に
ひ
ろ
め
て
住

み
よ
い
心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て

の
足
立
区
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

「
く
ら
し
の
運
動
」
で
す
。

現
在
当
区
に
は
、
二
十
六
名
の

新
生
活
運
動
推
進
委
員
が
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
十
八
日
に
は
足
立

区
産
業
振
興
館
で
こ
の
運
動
の
推

進
大
会
が
開
か
れ
、
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
五
百
名
も
の
人
々
が
集
ま

り
そ
の
意
気
込
み
の
程
を
示
し
ま

し
た
。
特
に
二
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
を
ひ
か
え
、
東
京
を
世
界
の

都
市
と
し
て
は
ず
か
し
め
な
い
よ

う
、
わ
た
し
た
ち
の
努
力
が
必
要

で
す
。

従
っ
て
足
立
区
に
お
い
て

は
、
区
民
の
応
募
に
よ
っ
て
き

ま
っ
た
「
足
立
区
民
新
生
活
の

さ
だ
め
」
を
区
民
の
心
が
け
と

し
、
区
民
全
部
が
一
し
ょ
に
な
っ

て
実
現
に
努
力
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
本
年
も
東
京
都

全
域
の
目
標
と
し
て
「
街

を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」

「
ゴ
ミ
を
へ
ら
す
運
動
」
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
と
り
あ
げ

て
ゆ
き
ま
す
の
で
、
こ
の
運
動

に
つ
い
て
は
先
進
区
で
あ
る
当

区
は
常
に
二
十
三
区
の
先
頭
に

立
っ
て
推
進
し
て
ゆ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。


